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本冊

ス
テ
ッ
プ

１

ア 8　イ 5　ウ <

⑴ エ 4　オ -2

⑵ カ 
6
7

- 　キ 
6
7 　ク 

2
7

-

⑶ ケ -9　コ 9　サ -4　シ 9

　 ス -13

⑴ セ 3　ソ 5

⑵ タ 3　チ 3
 

⑴ ツ 18a　テ 　　   　ト  

⑵ ナ -4　ニ -7　ヌ -6

⑴ ネ 9y　ノ 14y　ハ 5y

⑵ ヒ 2　フ 3　ヘ 2b　ホ 3b　マ 
a b

6
+

⑶ ミ +　ム 2x�

メ 16-3b　モ 
a

3
16-

a b
2
3

8
+

=  を aについて解くと，

両辺に 2をかけて，a+3b=16

3bを移
い

項
こう

して，a=16-3b

a b
2
3

8
+

=  を bについて解くと，

両辺に 2をかけて，a+3b=16

aを移項して，3b=16-a

両辺を 3でわって， b
a

b
a

3
16

3
16

3
=

-
= -d n

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 

⑵ -5<+2<+4.8

⑴ -21　⑵ -1.5　⑶ 
7
3 　⑷ 

2
3

-

⑸ 12　⑹ -12　⑺ 
4
1

- 　⑻ 
2
1

⑴ 22#72　⑵ 23#32#5

 

⑴ 　　 　⑵ 

⑴ -2x+4y　⑵ 5x-8y

⑶ 3a-2b　⑷ 
a b

2
3 4-

⑴ -42xy　⑵ -3y　⑶ 1　⑷ 
ab
2

3
-

⑴ y
x

4
12 5

=
- 　⑵ 30

⑴ 
3
1

-  の絶対値は 
3
1 ，

4
1

-  の絶対値は 
4
1

だから，
3
1

4
1

<- -

⑵正の数は負の数より大きい。
+2の絶対値は 2，+4.8の絶対値は 4.8

だから，-5<+2<+4.8

3つの数の大小関係を表すとき，間に入
る不等号は同じ向きにする。

⑴　(-4)+(-9)-(+8)

=-4-9-8=-21

⑵　(+0.6)-(+0.7)+(-1.4)

=0.6-0.7-1.4

=0.6-2.1=-1.5

⑶　
7
2

7
5

- - -d dn n

=
7
2

7
5

- + =
7
3

⑷　
6
5

3
2

- - +d dn n

=
6
5

6
4

- - +d dn n

=
6
5

6
4

- -

=
6
9

- =
2
3

-

⑸　(-42)'(+7)#(-2)

=(-6)#(-2)

=12

1

2

3

4
b c

7
-

a
b c

18
7

-
-

5

6

6

1
3
1

4
1

<- -
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3

4
b
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2

-
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数と式の計算 p.4〜71
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⑹　(-42)#(+3)'(-2)2

=(-16)#(+3)'4

=(-48)'4

=-12

⑺　
5
2

8
5

#- +d dn n

=
5
2

8
5

#-d n

=
4
1

-

⑻　
6
5

3
5

'- -d dn n

=
6
5

5
3

#

=
2
1

⑴　

　　　　　　196=22#72

⑵　

　　　　　　360=23#32#5

⑵ a#a'6 は 
a
6

2

，a'5 は 
a
5

 だから，

a a a
a a

6 5
6 5

2

# ' '- = -

⑴　4x-y-6x+5y

=4x-6x-y+5y

=-2x+4y

⑵　6x-(x+8y)

=6x-x-8y

=5x-8y

⑶　4(2a-3b)-5(a-2b)

=8a-12b-5a+10b

=3a-2b

⑷　a b
a b
2

2
- -

- +

=
a b a b

2
2 2- - - +] ]g g

=
a b a b

2
2 2 2- + -

=
a b

2
3 4-

⑴　(-6x)#7y

=(-6)#7#x#y

=-42xy

⑵　15xy'(-5x)

=
x
xy

5
15

-

=-3y

⑶　6ab'(-3b)'(-2a)

=
b a

ab
3 2

6
#

=1

⑷　 a b a
7
2

21
42 '-d n

=
a b a
7

2
21
42

'-e o

=
a b

a7
2

4
212

#-e o

=
ab
2

3
-

⑴　5x+4y-12=0

　　　　　 4y=12-5x

　　　　　  y=
x

y x
4

12 5
3

4
5-

= -d n

⑵　3x(2x-5y)-4x(3x-2y)

=6x2-15xy-12x2+8xy

=-6x2-7xy

この式に，x=3，y=-4を代入すると，
　-6#32-7#3#(-4)

=-54+84

=30

・四則計算の中で，最も計算ミスしやすいのが減法である。-でくくられたかっこをふくむ計算問題
や，分子が多項式の分数の前に-のつく計算問題には注意しよう。（加法になおすとよい）

・乗除だけの計算は，まず答えの符
ふ

号
ごう

（+か-）を決定し，あとは 1つの分数の形で計算しよう。
・式の値

あたい

を求めるとき，与
あた

えられた式が簡単な式になおせるときは，簡単にしてから代入しよう。
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本冊

ス
テ
ッ
プ

１

ア 4　イ 13

⑴ ウ 3　エ -7

⑵ オ 12　カ 6

⑶ キ 3x　ク 6　ケ 3

⑷ コ 6　サ 4　シ 12　ス 4

⑸ セ 4　ソ 12　タ 20　チ 32

⑹ ツ 50　テ 350　ト 25

⑴ ナ x　ニ 6　ヌ 18

⑵ ネ x-9　ノ 4　ハ 80　ヒ 10

フ 10-x　ヘ 150　ホ 1500　マ -30

ミ -210　ム 7　メ 7　モ 3　
 

⑵ 4：(x-9)=8：2

　　 8(x-9)=4#2

　　   8x-72=8

　　　　  8x=80

　　　　   x=10

 120x+150(10-x)=1290

120x+1500-150x=1290

　　　　　  -30x=-210

　　　　　    （マ30x=ミ210も可）
　　　　　  　  x=7

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ x=2　⑵ x=-5　⑶ x=-2

⑷ x=4　⑸ x=4　⑹ x=-5

⑺ x=2　⑻ x=0

⑴ x=-24　⑵ x=19　⑶ x=-13

⑷ x=3

⑴ x=4　⑵ x=16　⑶ x=10

⑷ x=4

⑴ a=-2　⑵ a=3　⑶ 8人
⑷ 5分後
 

⑴ 3x+2=8

 　 3x=8-2

 　 3x=6

 　  x=2

⑵　　5x=2x-15

5x-2x=-15

　　 3x=-15

　　  x=-5

⑶ 4x-6=2x-10

4x-2x=-10+6

　　 2x=-4

　　  x=-2

⑷-6x+13=x-15

    -6x-x=-15-13

　　 -7x=-28

　　 　 x=4

⑸ 13-4(x-3)=9

   13-4x+12=9

     -4x+25=9

     　  -4x=-16

   　　   x=4

⑹ 9-5(x+2)=14-2x

 9-5x-10=14-2x

   -5x-1=14-2x

    　-3x=15

　　　　 x=-5

⑺ 5x-3=7(2-x)+7

 5x-3=14-7x+7

 5x-3=-7x+21

   12x=24

�� � � � x=2

⑻ 7(x-2)=4(2x-5)+6

  7x-14=8x-20+6

  7x-14=8x-14

　　　x=0

⑴ x x
3
1

4
1

2= -

両辺を 12倍して，

x x
3
1

12
4
1

2 12# #= -d n

　　    4x=3x-24

1

2 3

4

3

4

1

2

3

4

1

2

方程式 p.8〜112
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　　     x=-24

⑵ x x
3

1
5

1
2

-
-

+
=

両辺を 15倍して，

( ) ( )

x x

x x

x x

x

x

x

3
1

5
1

15 2 15

5 1 3 1 30

5 5 3 3 30

2 8 30

2 38

19

# #
-

-
+

=

- - + =

- - - =

- =

=

=

d n

⑶ 0.8x-0.7=x+1.9

両辺を 10倍して，
(0.8x-0.7)#10=(x+1.9)#10

　　　　  8x-7=10x+19

　　　　   -2x=26

　　　　   　 x=-13

⑷ 500x-100(2x+3)=600

両辺を 100でわって，
5x-(2x+3)=6

  5x-2x-3=6

　　   3x-3=6

　　　　  3x=9

　　　　   x=3

⑴ 12：18=x：6

  18#x=12#6

　  18x=72

　　  x=4

⑵　   3：8=(x-7)：24

8(x-7)=3#24

  8x-56=72

　　  8x=128

　　   x=16

⑶　   4：5=(x-2)：10

5(x-2)=4#10

  5x-10=40

　　  5x=50

　　   x=10

⑷　 x：2=(x+6)：5

2(x+6)=x#5

 2x+12=5x

　 -3x=-12

　 　 x=4

⑴解が 3だから，xに 3を代入すると，
5#3+a=2#3+7

　15+a=6+7

　　　a=-2

⑵ 7x=4(x-2)-1

 7x=4x-8-1

 7x=4x-9

 3x=-9

  x=-3

これを a(x+2)=2x+a�に代入すると，
a{(-3)+2}=2#(-3)+a

　　　 -a=-6+a

　　　-2a=-6

　　　　 a=3

⑶子どもの人数を x人とする。
3x+5=4x-3

　　x=8

この解は問題にあっている。
よって，子どもの人数は 8人。
⑷弟が家を出発してから x分後に姉に追いつ
くとする。姉が歩いた時間は (x+10) 分だ
から，進んだ道のりは 70(x+10)m となる。
210x=70(x+10)

210x=70x+700

140x=700

   x=5

弟が 5分間進んだ道のりは，210#5=1050(m)

だから，この解は問題にあっている。
よって，5分後に追いつく。

・方程式は，両辺を何倍かしたり，係数や定数の公約数で両辺をわったりすることにより，やさしい方
程式に変形できることも多い。

・分配法則を利用してかっこをはずすことと，分母の公倍数を式にかける計算に精通しておこう。
・文章題では，関係式の立式がポイントなので，いろいろな種類の問題にアタックして慣れておこう。

3

4
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本冊

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ ア 3　イ 6　ウ -2

　 エ -2　オ 3　カ 加減
⑵ キ -2y+4　ク 1　ケ 1

　 コ 2　サ 2　シ 1　ス 代入

セ 12　ソ 10　タ 17　チ 2

ツ 14　テ 6　ト 6　ナ 2

ニ 10b+a　ヌ 10a+b　ネ -19a+8b

ノ 3　ハ 8　ヒ 3　フ 8　ヘ 38　

文章題を考えるときは，次の手順で進めるとよい。

　何を x，yとするかを決める　→　連立方程式をつくって解く　→　解が問題にあっているか調べる　

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 

⑵ 50円のみかん　8個，
　 80円のみかん　6個
⑴ (x，y)=(3，5)　⑵ (x，y)=(4，-3)

⑶ (x，y)=(4，3)　⑷ (x，y)=(2，-1)

⑸ (x，y)=(-1，2) ⑹ (x，y)=(-3，0)

⑴ (x，y)=(6，2)　⑵ (x，y)=(-5，8)

⑴ a=8，b=5

⑵ Ａ　70円，Ｂ　80円
⑶ 父　45歳，子　14歳
⑷ 今年の男子　18人，女子　36人

⑴ 1個 50円のみかんを x個，1個 80円のみか
んを y個とする。あわせて 14個だから，
x+y=14　……①
50円のみかん x個で 50x円，80円のみかん
y個で 80y円。あわせて 880円だから，
50x+80y=880　……②

⑵①#5　5x+5y=70　……①'

②'10　5x+8y=88　……②'

②'-①'　3y=18　y=6

これを①に代入して，x+6=14　x=8

よって，この連立方程式の解は，
(x，y)=(8，6)

上の式を①，下の式を②で表すことにする。
次のどちらかで解くとよい。
・加減法　 xまたは yの係数の絶対値をそろえ

て，1つの文字を消去する。
・代入法　 一方を x= ，または y=   

で表し，他方の式に代入する。
⑴①を yについて解くと，y=8-x　……①'

①'を②に代入して，
x-(8-x)=-2　　2x=6　　x=3

これを①'に代入して，y=5

⑵①-②#2 　　

これを②に代入して，8+3y=-1

3y=-9　　y=-3

⑶①+②#3 　　

これを②に代入して，20-3y=11

-3y=-9　　y=3

⑷②#4-①#3  

これを①に代入して，4x-3=5

4x=8　　x=2

⑸①から，3x-7y=-17　……①’

①'#2-② 　　

これを①'に代入して，3x-14=-17

3x=-3　　x=-1

1 2

3

3

1
x y

x y

14

50 80 880

+ =

+ =
)

2

3

4

1

2

)

x y

x y

x

5 6 2

4 6 2

4

+ =

- + =-

=

)

x y

x y

x

x

2 9 35

15 9 33

17 68

4

+ =

+ - =

=

=

)

x y

x y

y

y

12 28 4

12 9 15

19 19

1

+ =-

- + =

=-

=-

)

x y

x y

y

y

6 14 34

6 5 4

19 38

2

- =-

- + =

- =-

=

連立方程式 p.12〜153
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⑹①から，-3x-5y=9　……①’

②から，6x+7y=-18　……②'

①'#2+②'　　 　　

これを①'に代入して，-3x=9　　x=-3

上の式を①，下の式を②で表すことにする。
⑴②#6　4x+15y=54　……②’

②'-①#2　　

これを①に代入して，2x-10=2

2x=12　　x=6

⑵①#6　3x+2y=1　……①’

②#4　4x-y=-28　……②'

①'+②'#2　　

これを①'に代入して，-15+2y=1

2y=16　　y=8

⑴方程式の解ならば，その解を方程式に代入し
た式は成り立つ。
x=-3，y=5を両方の式に代入すると，

a

b

3 30 6

9 5 34

- + =

+ =
)

　……①
　……②

①から，-3a=-24　　a=8

②から，5b=25　　b=5

⑵鉛
えん

筆
ぴつ

A1本を x円，鉛筆 B1本を y円とする。
x y

x y

3 2

4

370

5 680

+ =

+ =
)

　……①
　……②

①#4　12x+8y=1480　　……①'

②#3　12x+15y=2040　 ……②'

②'-①'　7y=560　　y=80

これを①に代入して，
3x+160=370　　3x=210　　x=70

この解は問題にあっている。
よって，Aが 70円，Bが 80円
⑶現在の父の年

ねん

齢
れい

を x歳
さい

，子の年齢を y歳と
する。

( )

x y

x y

2 6 6

10 9 10 1

= +

- = - -
)

　……①
　……②

①'2　x=3y+3　　……①'

②より，x=9y-81　 ……②'

①'を②'に代入して，
3y+3=9y-81　　-6y=-84　　y=14

これを①'に代入して，
x=42+3=45

この解は問題にあっている。
よって，父 45歳，子 14歳
⑷去年の男子の部員数を x人，女子の部員数
を y人とする。このとき，今年の男子の部
員数は 0.9x人，女子の部員数は 1.2y人と表
せる。

. . .x y

y

x y

x

20 9 1 1 08

10

+ = +

= +

] g
)

　……①
　……②

①#100　90x+120y=108x+108y

　　　　　　　 18x=12y

　　　　　　　  3x=2y　……①'

②を①'に代入して，
3x=2(x+10)　　3x=2x+20　　x=20

これを②に代入して，y=20+10=30

この解は問題にあっている。
xと yはそれぞれ，去年の部員数であるので，
今年の男子の部員数は，0.9#20=18(人 ) 

今年の女子の部員数は，1.2#30=36(人 )

・連立方程式を解くには，与
あた

えられた連立方程式のどちらかの式を x=～，または y=～ に整理でき
ないか，あるいは，xまたは yの係数の絶対値をそろえられないかを検討しよう。

・得られた解は，必ず両方の方程式に代入して検算するようにしよう。
・文章題から連立方程式を立式できるかがよく問われる。与えられた条件を連立方程式で表現すること
に慣れよう。

)

x y

x y

y

y

6 10 18

6 7 18

3 0

0

- - =

+ + =-

- =

=

3

)

x y

x y

y

y

5

1 4

4 1 54

4 0

25 50

2

+ =

- - =

=

=

)

x y

x y

x

x

3 2 1

8 2 56

11 55

5

+ =

+ - =-

=-

=-

4
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本冊

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ ア 4x　イ 比例
⑵ ウ -12　エ -6　オ 0

　 カ 6　キ 12

⑶ ク -4　ケ y=-4x

⑴ コ 
x
12 　サ 反比例

⑵ シ 12　ス 24　セ -24　ソ -12

⑶ タ 15　チ 

ツ (2，4)　テ (-2，1)　ト (0，-4)　

ナ (2，-4)　ニ (-4，-3)　ヌ (0，0)

⑴⑵ 右の図
⑶ ネ 4　ノ 3　

　 ハ 
4
3 　

　 ヒ x
4
3

⑷ フ 4　ヘ 1　

　 ホ 4　マ 　
 

⑴比例のグラフは，原点を通る直線になるので，
グラフ上の原点以外の 1点と原点を結ぶ直線
をひけばよい。
x=5 に対応する yの値

あたい

は，

y
5
3

5#=- =-3

原点と点 (5，-3)を通る直線をかく。

⑵反比例のグラフは双
そう

曲
きょく

線
せん

になるので，通る点
をいくつか調べ，それらの点をなめらかな曲
線で結べばよい。

y
x
4

= �のグラフは，次のような対応する x

と yの値の組を座標とする点を通る。

x -4 -2 -1 0 1 2 4

y -1 -2 -4 # 4 2 1

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ y=100-x（×）　⑵ 　　　 （比）　

⑶ y
x

840
= （反） 

⑴ y=3x　　　　⑵ y
x
36

=-

⑶ y
x
28

= 　　　⑷ y=-5x

⑸ y x
5
3

= 　　  ⑹ y
x
16

=

⑴ y=18　　　　⑵ x=38

右の図

⑴ y x
8
3

=

⑵ y
x
24

=

⑶ -4

⑴ y=80x，
　 0≦ x≦ 250

⑵ 　　　　  ，200 mL

 

⑴〔間
ま

違
ちが

った点数〕=100-〔得点〕 より，
y=100-x

これは，比例・反比例どちらでもない。

⑵ x'2=y�より， y
x

x
2 2

1
= =

これは，y=ax�の形であるから，yは xに比
例する。

⑶〔底辺〕#〔高さ〕'2=〔三角形の面積〕

xy
2

420=  より，xy=840 で y
x

840
=

これは， y
x
a

= �の形であるから，yは xに

反比例する。
⑴比例定数を aとすると，y=ax

x=7，y=21 を代入すると，
21=7a�より，a=3　よって，y=3x

⑵比例定数を aとすると， y
x
a

=  

1

2

y
x
15

=

33

4

5

O 5
－5

－5

⑴

⑵
⑵

y

x

x
4

4

1 y
x
2

=

2

3

4 ⑴⑷

-5

-5

5

5

y

x
O

⑷

⑶
⑶

⑵

5

6

t
m

20000
=

1

2

比例・反比例 p.16〜194
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x=6，y=-6を代入すると，
a

6
6

- =  より， a=-36　よって， y
x
36

=-

⑶「積が一定」より，この積を aとおくと，a=xy

この式に，x=4，y=7 を代入すると，

a=28　よって，xy=28 より， y
x
28

=

⑷「商が一定」より，この商を aとおくと，a
x
y

=

この式に，x=-2，y=10 を代入すると，

a 5=- 　よって，
x
y

5=-  より，y=-5x

⑸「グラフが原点を通る直線」となるのは，比
例のグラフである。
比例定数を aとすると，y=ax�

x=5，y=3を代入すると，

3=5a�より，a
5
3

= 　よって， y x
5
3

=

⑹比例定数を aとすると， y
x
a

= �

x=-2，y=-8を代入すると，
a

8
2

- =-  より，a=16　よって， y
x
16

=

⑴ y x
2
3

= �に x=12 を代入すると，y=18

⑵ y x
2
3

=  に y=57 を代入すると，x=38

⑴たとえば，x=1 に対応する yの値は，y=2

点 (1，2)と原点を通る直線をかけばよい。
⑵たとえば， x=5 に対応する yの値は， y=-2

点 (5，-2)と原点を通る直線をかけばよい。

⑶ y
x
6

= �のグラフは，次のような対応する x

と yの値の組を座標とする点を通る。

x -6 -3 -2 -1 0 1 2 3 6

y -1 -2 -3 -6 # 6 3 2 1

⑷ y
x
12

=- �のグラフは，次のような対応す

る xと yの値の組を座標とする点を通る。

x -6 -4 -3 -2 0 2 3 4 6

y 2 3 4 6 # -6 -4 -3 -2

⑴直線 lは，比例のグラフであるので，比例定
数を aとすると，y=ax と表せる。
この直線 lは点 P(8，3)を通るから，y=ax

に x=8，y=3 を代入すると，

3=8aより，a
8
3

= 　よって， y x
8
3

=

⑵双曲線 mは，反比例のグラフであるので，

比例定数を aとすると， y
x
a

=  と表せる。

この双曲線 mも点 P(8，3)を通るから，

y=
x
a

 に x=8，y=3 を代入すると，

a
3

8
=  より，a=24　よって， y

x
24

=

⑶点 Qは双曲線 m上の点であるから， 

y
x
24

= �に y=-6 を代入すると，

x
6

24
- =  より，x=-4　 Q（-4，-6）

⑴ 1秒間に 80 mLの割合で水を入れるから，
求める式は，y=80x

このとき，xの範
はん

囲
い

は，入れ始めから満水ま
での時間となる。
縦 20 cm，横 40 cm，高さ 25 cmの直方体の
水そうが満水となるときの水の量は，
20×40×25=20000(mL)であるから， 満水ま

での時間は，
80

20000
250= （秒）となる。

よって，0≦ x≦ 250

⑵ 20000=mtより， t
m

20000
=

1分 40秒=100秒 であるから， t=100 を代
入すると，m=200

1秒間に 200 mLの割合で水を入れるとよい。

・入試では，比例の式や反比例の式をつくる問題がよく出題される。
・比 　
商が一定

と書いてあれば

グラフが原点を通る直線ならば

例
3

4  y=ax，
反比例
積が一定

と書いてあれば

グラフが双曲線ならば

3
4  y

x
a

=  とおく。

3

4

5

6
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本冊

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ 右の図
⑵ ア △ABC　
　 イ ∠ABC

⑴ ウ BB'　エ CC'

　 （ウ，エ順不同）
　 オ A'�B'

⑵ カ 120　キ A'�C　
⑶ ク A'�M

⑴ 　　　　　　　　⑵ 

 

⑶ 　　

⑴ ケ 垂直　　コ BM　
　 サ 2等分　 シ 垂直二等分線

⑵ ス CD
&
　　 セ 等しい　

⑴ ソ 5　タ 144　チ 4r

　 ツ 5　テ 144　ト 10r

⑵ ナ 16r　ニ 270　

⑴次の手順で作図する。
① 点A，点 Bをそれぞれ中心として，同じ
半径の円をかく。

② ①の 2つの円の交点をとり，その交点を通
る直線をひく。

⑵次の手順で作図する。
① 点 Oを中心とする適当な半径の円をかき，

OX，OYとの交点をとる。

② ①の 2つの交点をそれぞれ中心として，同
じ半径の円をかき，2つの円の交点をとる。

③点 Oから②の交点へ半直線をひく。
⑶次の手順で作図する。
① 点 Pを中心とする適当な半径の円をかき，
直線 lとの 2つの交点をとる。
② ①の 2つの交点をそれぞれ中心として，同
じ半径の円をかき，その交点をとる。
③ 点 Pと②の交点を通る直線をひく。

ス
テ
ッ
プ

２

⑴⑵⑶⑷
右の図
⑸ 90°
⑴ AD'BC　
⑵ AC9BD

⑴ ウ，オ
⑵ イ，ウ，エ，オ，カ 

⑶ エ　⑷ エ
⑸ カ　⑹ エ 

⑴ 　　　　　　　　　⑵ 

⑴ 弧　3r  cm，面積　9r  cm2

⑵ 弧　2r  cm，面積　3r  cm2

⑴ 24 cm2

⑵ ① 50°　② 20r  cm2

 

⑴端
はし

でとめずに，まっすぐな線をひく。
⑵直線 CDをひき，直線ABと交わる点を P

とする。
⑶∠BEDは，半直線 EDと半直線 EBにはさ
まれた角である。

⑷両端A，Eでとめるまっすぐな線をひく。

⑸直線 lが円Aに点
Eで接するとき   

AE⊥l� となる。し
たがって，直線 BE

が接線のとき，  

∠AEB=90° である。
⑴平行であることは，記号'を使って表す。
⑵垂直であることは，記号⊥を使って表す。

1 B

A

C

2

3

A B

O Y

X

P

l

4

5

3

1

A

E

⑴
P
⑵

⑶ D

B

C

⑷2

3

4

O A

B
O

A

5

6

1
A

E

l

2

平面図形 p.20〜235
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⑴アを右へ辺 1つ分の長さだけ平行移動すると
オに，アを右斜

なな

め下へ辺 1つ分の長さだけ平
行移動するとウに移る。

⑵アの三角形を点 Oを回転の中心として 60°
ずつ回転移動すると，すべての三角形に重ね
ることができる。

⑶頂点Aが Oに，Bが Dに，Oが Eに移る。
⑷ 180°の回転移動のことだから，頂点Aが D

に，Bが Eに移り，頂点 Oはそのままであ
る。

⑸頂点A，Oは対
たい

称
しょう

の軸
じく

上にあるのでそのま
まで，頂点 Bが Fに移る。
⑹頂点 Oは対称の軸上にあるのでそのままで，
頂点Aが E，Bが Dに移る。

⑴ 60°の角を 2等分すると 30°になることに注
目し，正三角形の 3つの角の大きさは等しく，
1つの角が 60°であることを利用して，次の
ように作図することができる。
① 線分 OAの長さを半径として，点Aと点

Oをそれぞれ中心とする円をかき，交点
をとる。

② 点 Oと①の交点をまっすぐな線で結ぶ。
③ 点 Oを中心とする適当な半径の円をかき，

OAと②の線の交点をそれぞれとる。
④ ③の 2つの交点をそれぞれ中心として，同
じ半径の円をかき，その交点を Bとする。

⑤ 点 Oから点 Bへ半直線をひく。
⑵円の接線は，接点を通る半径に垂直であるか
ら，点Aを通り，半径 OAに垂直な直線を
ひけばよい。
① 半直線 OAをひく。
② 点Aを中心とする適当な半径の円をかき，
半直線 OAとの 2つの交点をとる。
③ ②の 2つの交点をそれぞれ中心として，同
じ半径の円をかき，その円の交点をとる。

④ 点Aと③の交点を通る直線をひく。

おうぎ形の半径を r，中心角を a°，弧
こ

の長さを
l，面積を Sとすると，

r
a

l 2
360

#r= 　　S r
a

360
2#r=

⑴

このおうぎ形の中心角は 90°なので，同

じ半径の円の 
4
1

 として考えることもで

きる。

⑵

このおうぎ形の中心角は 120°なので，

同じ半径の円の 
3
1

 として考えることも

できる。

⑴円とその接線の性質より，∠OAP=90°

よって，（△OAPの面積）=
2
1
#8#6

　　　　　　　　 　　　 =24(cm2)

⑵①円とその接線の性質より，∠OAP=90°
　よって，∠x+90°+40°=180°
　　　　　　　　　　∠x=50°
② おうぎ形 OACは，半径 12 cm，中心角 

50°のおうぎ形である。
　おうぎ形 OACの面積を Sとすると，

　

(cm )

S 12
360
50

144
36
5

20

2

2

# #

# #

r

r

r

=

=

=

・入試では，「円と直線」，「おうぎ形」などに関する出題が多い。
・公式にあてはめて計算すればよいだけの問題よりは，図形の性質の理解度にからめた形で出題される
傾
けい

向
こう

がある。
・垂線の作図はいろいろなところで応用されるので，しっかりおさえておこう。

3

4

5

(cm)

(cm )

l

S

2 6
360
90

2 6
4
1

3

6
360
90

92 2

# #

# #

# #

r

r

r

r r

=

=

=

= =

(cm)

(cm )

l

S

2 3
360
120

2 3
3
1

2

3
360
120

32 2

# #

# #

# #

r

r

r

r r

=

=

=

= =

6
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本冊

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ ア BF　イ EF　ウ DH

⑵ エ EH　オ CG　カ AB  　
⑶ キ BFGC　ク DCGH

⑴ ケ 円錐　コ 円柱
⑵ サ （二等辺）三角形 

　 シ 四角形（正方形）　ス （正）四角錐
⑶ セ 10　ソ 8r　タ 144

⑴ チ 16r　ツ 8r　テ 64r　ト 96r

⑵ ナ 36r　ニ 8　ヌ 96r

⑶ ネ 6　ノ 144r　ハ 288r

⑶おうぎ形の弧
こ

の長さは，中心角の大きさに比
例することに注目する。
側面になるおうぎ形の中心角の大きさを a°
とすると，弧の長さは 8r  cmなので，

a

a

a

8 2 10

144

360

20 8 360

： ：#

# #

r r

r r

=

=

=

] g

よって，おうぎ形の中心角の大きさは 144°
である。

⑴この円柱の展開図は次のようになる。

底面になる円の
周の長さと，側
面になる長方形
の横の長さは等
しいので，長方
形の横の長さは，
2 4 8#r r= (cm)

よって，
（表面積）=（底面積）#2+（側面積）
　　　　=16 2 64#r r+

　　　　=96r (cm2)

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 五角柱　⑵ 正四角錐　　
⑶ 三角柱　⑷ 球
⑴ 円柱　⑵ 球　
⑴ 交わる　⑵ 平行
⑶ ねじれの位置にある　⑷ 交わる　
⑸ 平行　⑹ 直線が平面上にある

⑺ 平行　⑻ 交わる
②，⑤ 

⑴ 表面積　360 cm2，体積　300 cm3

⑵ 表面積　384 cm2，体積　384 cm3

⑴ 324r  cm3　⑵ 18r  cm

⑶ 216°　 　⑷ 216r  cm2

角柱… 平行に向かい合った 1組の合同な多角形
と，いくつかの長方形で囲まれた立体

角
かく

錐
すい

… 1つの多角形と，その各辺を底辺とする
三角形で囲まれた立体

⑴底面が 2つあり，側面がすべて長方形である
ことから角柱とわかる。さらに，2つの底面
が五角形であることより，この立体は五角柱
とわかる。

⑵角錐のうち，底面が正方形で，側面がすべて
合同な二等辺三角形であるものを正四角錐と
いう。

⑶角柱，円柱を底面と平行な面で切ったときの
切り口は，どの位置で切っても底面と同じ形
となる。よって，切り口が三角形ならば三角

柱である。
⑷球を平面で切ったとき，その切り口はつねに
円となる。
⑶　　　　　　　　  　⑷

⑴直線 lを回転の軸
じく

として，長方形を 1回転さ
せると円柱になる。
⑵半円を，その直径をふくむ直線 lを回転の軸
として 1回転させると，球になる。
⑴頂点 Bで交わっている。
⑵もとは直方体だから，辺AD，BC，FG，  

EHの 4本は平行である。

1

2

3

2

3

8 cm

4 cm

1

2

3

4

5

6

1

2

3

空間図形 p.24〜276
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⑶交わらず，平行でもない。
⑷辺 BFと辺 CGには交点はないが，直線 BF

と直線 CGは交わる。
⑸平面ABCDと平面 EFGHは平行であり，
直線 GHは平面 EFGH上の直線である。

⑹平面 CGHD上には，直線 CG，GH，HD，
CDの 4本の直線がある。

⑺直方体の向かい合う面どうしなので，平行で
ある。

⑻この立体の面ABFEと CGHDは，平行で
もなければ交わってもいないが，限りなく広
い平面ABFEと平面 CGHDでは，直線 BF

と CGとの交点と，直線AEと DHとの交
点を結ぶ直線で交わる。

①平面上ならば成立するが，
空間内ならば必ずしも成
立するとは限らない。

③平面 Pと平行な直
線は，いろいろな
向きが考えられる。

④平面 Qに垂直に
交わる平面とし
て，いろいろな向
きの平面が考えら
れる。

⑥④と同じ考え方ができる。

 手のひらや机を平面，手の指や鉛
えん

筆
ぴつ

を直
線に例えて，位置関係を確かめてみるの
も理解を助ける 1つの方法である。

⑴（表面積）=（底面積）#2

　　　+（側面積） より，

2
1

25 12# # #d n

　+（12+13+5）#10

=60+300

=360（cm2）
（体積）=（底面積）×（高さ）より，

2
1

105 12# # #d n =300（cm3）

⑵（表面積）=（底面積）+（側面積）より，

 12 12
2
1

12 10 4# # # #+] dg n

=144+240

=384（cm2）
体積は，

3
1

12 12 8# # #] g =384（cm3）

⑴
3
1

9 12 3242# # #r r=] g （cm3）

⑵おうぎ形の弧の長さは，
底面の円の周の長さと
等しいので， 
2 9 18#r r= （cm）

⑶中心角を a°とすると，
a

a

a

18 2 15 360

30 18 360

216

： ：#

# #

r r

r r

=

=

=

] g

別解 おうぎ形の半径を r，中心角を a°，弧

の長さを lとすると， l r
a

2
360

#r=

これより，

a

a

216

18 2 15
360

# #r r=

=

⑷（表面積）=（底面積）+（側面積）より，

　 81 15
360
2162# #r r+d n

= 81 135r r+

= 216r（cm2）

・入試では，角柱，円柱，円錐の計量問題が出題されており，円錐台 (円錐から小円錐を取り除いたも
の：プリンのような形 )への応用，円錐の側面を下にして回転させての出題などが多い。

・表面積を求める問題は，展開図を利用すると考えやすくなる。
・図をかいたり，頭の中に立体を思いうかべ，問題の解明に努めよう。

l

nm

4

m

P
l

Q

P
R

5

10
12

12

13

5

5

12

12
12

10

6

a°

r1=15

r2=9

l
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本冊

ス
テ
ッ
プ

１

ア 3　イ 11　ウ 2　エ 8　オ 4

⑴① カ 2　 キ 1

　② 下の図

⑵① ク 
3
2

- 　ケ 4

　② コ 右下がり　　③ 下の図
② 　　　　　　　　③ 

 

⑴ サ 2　シ 3　ス 1　セ 1

　 ソ y=2x+1

⑵ タ -3　チ 1　ツ -3　テ 6

　 ト 2　ナ 12　ニ y=-3x+12

ヌ 
3
4

2，d n　ネ y=2

 

連立方程式の解は，2直線の交点の座標と一
いっ

致
ち

するから，
①-②　　

　　　　　　　　　  y=2

これを②に代入して，3x-6=-2

3x=4　　x=
3
4

よって，P
3
4

2，d n

ス
テ
ッ
プ

２

①，③，⑤
⑴ ア：-4　イ：2

⑵ 3　⑶ y=3x-4

⑷ -4　⑸ +3（正の向きに 3）
直線① 傾き 4，切片 -4，
　　　 式　y=4x-4

直線② 傾き 
3
2

- ，切片 -2，

　 式　

⑴ y=2x+3　⑵ y=-2x-2

⑶ y x
3
4

10=- + 　⑷ y=-x+6

⑴ y=6　⑵ （1，-3）
⑶ y=-6x+3

⑴ 11分後　⑵ 分速 80 m 

一次関数の式 y=ax+b�の形に整理できるか
を考える。
⑴ y=3x-7 に x=1 を代入すると，

y=3-7=-4

y=3x-7 に x=3 を代入すると，
y=9-7=2

⑵変化の割合=
x
y
の増加量
の増加量

xの増加量=3-1=2

⑴より，yの増加量=2-(-4)=6

変化の割合=
2
6

=3

⑶ l�'m より，傾
かたむ

き（変化の割合）が同じだか

ら，求める式を，y=3x+b�とする。
この直線は，点 (2，2)を通るから，
　2=6+b　b=-4

よって，求める式は，y=3x-4

⑷一次関数の式 y=ax+b の bが切片である。
⑸ lと mの切片をくらべると，lの切片は-7，

mの切片は-4

mは lを y軸
じく

方向に (-4)-(-7)=+3 だ
け平行移動したもの。
直線①の切片は-4。傾きは，右へ 1進むと上
へ 4進むから，4。
直線②の切片は-2。傾きは，右へ 3進むと下

へ 2進むから，
3
2

- 。

1

2

y

5

－5

－5

5O x

y

5

－5

－5

5O
x

3

4

4

)

x y

x y

y

3 4 12

3 3 2

7 14

+ =

- - =-

=

1

2

3

y x
3
2

2=- -

4

5

6

1

2

3

一次関数 p.28〜317
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⑴傾きは 2だから，求める一次関数の式を   

y=2x+b�とする。
この直線は，点 (2，7)を通るから，
x=2，y=7 を代入すると，
7=4+b　　b=3

よって，求める式は，y=2x+3

⑵切片は-2だから，求める一次関数の式を   

y=ax-2 とする。
この直線は，点 (-3，4)を通るから，
x=-3，y=4 を代入すると，
4=-3a-2　　-3a=6　　a=-2

よって，求める式は，y=-2x-2

⑶変化の割合は 
3
4

-  だから，求める一次関数

の式を，y=
3
4

- x+b�とする。

この直線は，点 (6，2)を通るから，
x=6，y=2 を代入すると，
2=-8+b　　b=10

よって，求める式は，y= x
3
4

- +10

⑷ 2点 (1，5)，(5，1)を通る直線の傾きは，

5 1
1 5

4
4

1
-
-

=
-

=-

だから，求める一次関数の式を y=-x+b��

とする。
この直線は，点 (1，5)を通るから，
5=-1+b　　b=6

よって，求める式は，y=-x+6

別解 求める一次関数の式を，y=ax+b�と
する。
x=1 のとき y=5 だから，5=a+b　 …①
x=5 のとき y=1 だから，1=5a+b　…②
①と②を，連立方程式とみて解くと，
a=-1，b=6

よって，求める式は，y=-x+6

⑴ y軸上の点 (0，k)を通って x軸に平行な直
線の式は y=k　
だから，直線 nの式は，y=6

⑵点 Cは lと mの交点だから，lの式と mの
式を連立方程式とみて解くと，

x y

x y

3 2 3 0

3 6 0

+ + =

- - =
)

　……①
　……②

①-②より，3y+9=0　　y=-3

これを②に代入して，
3x+3-6=0　　3x=3　　x=1

よって，C(1，-3)

⑶点 Cを通り，△ABCの面
積を二等分する直線は，点
Cの対辺ABの中点Mを
通る。
したがって，2点 C，Mを通る直線 CMの
式を求めればよい。

A（-5，6），B（4，6）より，M
2
1

6，-d n

よって，直線 CMの式を求めると，
y=-6x+3

家を出て x分後にAさんが家から y�mの距
きょ

離
り

にいるとすると，y=60x�…①
⑴Aさんが家を出て x分後に姉が家から何m

の距離にいるかは，y=110x+b とおける。
x=5 のとき y=0 だから，
0=550+b　　b=-550

よって，式は y=110x-550　…②
①と②を連立方程式とみて解くと，
60x=110x-550　-50x=-550　x=11

よって，11分後に追いつく。
⑵Aさんが駅に着くのは，

1200'60=20（分後）。
姉は 1.2kmを 20-5=15（分） で進めばよい
ので，
1200'15=80　よって，分速 80 m。

・入試ではかならず出題されるといえる分野で，特に直線の式を求める問題，交点の座標を求める問題
の出題が多い。

・“一次関数” “直線” といえば，一般式 y=ax+b�とおくことがポイント！

・直線の傾き（変化の割合）は，
x
y
の増加量
の増加量

 で求められる。グラフ上で確認し，しっかり覚えよう。

4 5

A M B

C

6
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本冊平行と合同

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ ア 同位角　イ '　ウ 錯角
　 エ '　オ 同位角　カ  l，n（順不同）
　 キ 錯角　ク m，p（順不同）
⑵ ケ 67　コ 67　サ 113

⑴ シ 180　ス 45

⑵ セ 110　ソ 42　
⑶ タ 8　チ 1080　ツ 135

⑷ テ 360　ト 80　ナ 60

⑴① ニ AC=DF

　② ヌ AC=DF　ネ BC=EF　
　　 ノ ∠B=∠E

　③ ハ ∠A=∠D　ヒ BC=EF　
⑵① フ △OBC　
　② ヘ  2組の辺とその間の角が，それぞれ

等しい。
　③ ホ 102°

⑵対頂角は等しいので，∠x=67°
l'mより，同位角が等しいので，
∠y=67°
∠z=180°-∠y

　 =180°-67°
　 =113°

⑵条件より，AO=BO，OD=OC

また，∠AOD=∠BOC

よって，△OADと△OBCにおいて，2組の
辺とその間の角が，それぞれ等しいので， 
△OADと△OBCは合同な三角形である。
合同な図形において，対応する角の大きさは
それぞれ等しいので，∠ODA=∠OCB=102°

ス
テ
ッ
プ

２

∠a=70°，∠b=40°，∠c=70°，
∠d=110°，∠e=70°
⑴ 25°　⑵ 80°　
⑴ a'd，b'e　（順不同）　
⑵ a'c，b'd　（順不同）
鈍角三角形
⑴ 100°　⑵ 130°
⑴ 105°　⑵ 93°

⑶ 72° 　⑷ 111°
・△ABC≡△JLK，
　3組の辺が，それぞれ等しい。
・△DEF≡△RQP，
　2組の辺とその間の角が，それぞれ等しい。
・△GHI≡△NOM，
　 1組の辺とその両端の角が，それぞれ等し
い。（順不同）

対頂角は等しいので，∠a=70°
n'k�より，錯

さっ

角
かく

が等しいので，∠b=40°
l'm�より，錯角が等しいので，
∠c=∠a=70°
40°の対頂角を考えると，∠dの同位角は，
40°+70°=110°
n'k�より，同位角は等しいので，
∠d=110°
∠eの同位角は，180°-（40°+70°）=70°
l'm�より，同位角は等しいので，∠e=70°
⑴ 35°+（40°の対頂角）+80°+∠a=180° 
よって，∠a=25°
⑵∠aの頂点を通り，lと平行な直線 nをひき，
∠aを∠xと∠yに分ける。

l'n�より，錯角が等しいので，∠x=35°
n'm�より，錯角が等しいので，∠y=45°
よって，∠a=∠x+∠y=35°+45°=80°

⑴　　　　　　　　　　　⑵

⑴ 2直線 aと dに直線 lが交わってできる角
で，84°の 2つの角は同位角である。
よって，同位角が等しいので a'd

なお，2直線 aと dに直線 mが交わってで
きる角で，84°の 2つの角は錯角である。
よって，錯角が等しいことからも a'dがい
える。
また，2直線 bと eに直線 mが交わってで

1

2

3

1

3

1

2

3

4

5

6

7

1

2

a
80°

（40°）
35°

40°

l
60°

x

y 155°b
m

n

m

35°l

x
y

45°

3

p.32〜358
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きる角で，84°の 2つの角は錯角である。
よって，錯角が等しいので b'e

⑵直線 lに交わる 2直線
a，cについて，右の
図のように考える。
図 中 の∠xは，180 °
-124°=56° となり，
56°の 2つの角は同位
角である。よって，同位角が等しいので   

a'c�

　同様に，直線 mに交わる 2直線 b，dにおい
ても，同じ説明で b'd�がいえる。
もう 1つの内角は，
180°-（28°+52°）=100°
100°の鈍

どん

角
かく

をふくむので，この三角形は鈍角三
角形である。
⑴三角形の 1つの外角は，そのとなりにない 2

つの内角の和に等しいから，
∠A=145°-65°=80°
l'm より，同位角が等しいので，
∠A=∠CED

よって，∠x=180°-∠CED

　　　　　  =180°-80°
　　　　　  =100°

⑵ l'm�より，同位角が等しいので，
∠CEF=∠EDA

△ABDに着目すると，
三角形の外角の性質より，
∠EDA=40°+60°=100°
△CEFに着目すると，
三角形の外角の性質より，
∠x=30°+∠CEF

　  =30°+∠EDA

　  =30°+100°
　  =130°
⑴五角形の内角の和は，

180°#（5-2）=540°
よって，
100°+90°+120°+125°+∠x=540°
これより，∠x=105°
⑵多角形の外角の和は 360°だから，

72°+100°+∠x+95°=360°
これより，∠x=93°
⑶多角形の外角の和は 360°である。正五角形
ならば，5つの外角がすべて等しいので，そ
の 1つの角の大きさ∠xは，
∠x=360°'5=72°

⑷六角形の内角の和は，
180°#（6-2）=720°
よって，
∠x+118°+133°+128°+124°+106°=720°
これより，∠x=111°
△ABCは，AB，BC，CAの 3辺が定まって
いる。合同条件「3組の辺が，それぞれ等し
い」が適用できる三角形をさがすと，△JLK。
△DEFは，2辺 EF，DFと∠Fが定まってい
る。合同条件「2組の辺とその間の角が，それ
ぞれ等しい」が適用できる三角形をさがすと，
△RQP。
△GHIは，GHと 2角∠H，∠Gが定まってい
る。合同条件「1組の辺とその両

りょう

端
たん

の角が，そ
れぞれ等しい」が適用できる三角形をさがすと，
△NOM。

記号≡を使うとき，アルファベットの書き
順は，対応する順にかくことに注意する。

・この分野は図形の基
き

礎
そ

でもあり，どの程度の知識を備えているかをはかる観点からの出題が多いが，
確率の問題・関数の問題・他の図形問題などとからめての出題も増えている。

・基本のことがら１つに気づかなかったことにより難問になってしまうこともある。
・多角形の内角の和の公式は，自力でつくり出せるようにしよう。
・３つの合同条件は，すらすら出てくることが必

ひっ

須
す

！

x

a

m

b c d

l

56°
124°

4

5

6

7
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本冊

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ ア EC　イ ECB　ウ 二等辺
　 エ 75　オ ≡　カ AE

　 キ 二等辺　ク 150

⑵ ケ 直角三角形
コ ∠BAC=∠DAC

サ AB=AD（コ，サ順不同）
シ BC=DC　ス AC=AC

セ  2組の辺とその間の角
ソ △ABC　タ △ADC　チ 辺

⑴ ツ 8

⑵ テ 対頂角　ト ∠OCF　ナ 対角線
　 ニ CO

　 ヌ  1組の辺とその両
りょう

端
たん

の角
⑶ ネ 5

⑷ ノ 60

ハ AFC　ヒ AEB　フ BFC

 

⑵△EBM≡△ECM だから，∠EMC=90°
⑶⑵より，△AEO≡△CFO だから，
対応する辺はそれぞれ等しいので，
OF=OE=5(cm)

⑷

辺 BCを延長した直線上の点を Gとする。
EF'BC より，同位角は等しいので，
∠DCB=∠DFE=120°
よって，∠DCG=60°
AB'DC より，同位角は等しいので，
∠EBC=∠DCG=60°

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 50°　⑵ 32°　⑶ 60°　⑷ 72°
ア △ABCと△DCEが正三角形
イ AE=BD　ウ △ABCが正三角形
エ △ABCと△DCEが正三角形
オ  2組の辺とその間の角
カ  合同な図形では，対応する辺は等しい
⑴ 2　⑵ 9-a　⑶ 105°
解説を参照。

ひし形
(AC' DP)

 

⑴頂点 Cの内角は，180°-115°=65°
AB=AC より，∠B=∠C=65°
∠x=180°-(65°+65°)=50°

⑵AB=AD より，△ABDは二等辺三角形だ
から，∠ADB=∠ABD

∠ADB=(180°-24°)'2=78°
三角形の内角と外角の性質より，
∠x=78°-46°=32°

⑶AC=BC より，△CABは二等辺三角形だ
から，∠CAB=60°'2=30°
∠CAD=180°-(60°+90°)=30°

∠x=30°+30°=60°
⑷∠A=36° より，∠B=∠C=72°

BDは∠Bの二等分線より，
∠ABD=72°'2=36°
三角形の内角と外角の性質より，
∠x=36°+36°=72°

三角形の 1つの外角は，
そのとなりにない 2つ
の内角の和に等しい。

「 A ならば B である。」の A の部分
を仮定， B の部分を結論という。

1

2

3

4

1

3

GC

A

E

B

5cm
O 120°

F

D

8cm

1

2

3

4

5

6

P

D

A

B C

1

2

図形の性質と証明 p.36〜399
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△ABCが正三角形であるならば，3 つの辺が
等しいので，AC=BC がいえる。
また，正三角形であるならば，3 つの角が等し
いので，∠DCE=∠BCA がいえる。
⑴ OI=HI-HO=AB-DF

 　=6-4=2

⑵∠OJC=90°，∠JCO=∠JOC=45° より，
△JCOは直角二等辺三角形だから，
JC=JO=a，IC=IJ+JC=1+a

よって，EO=BI=BC-IC

　　　　　 =10-(1+a)

　　　　　 =9-a

⑶ EF'BC より，錯
さっ

角
かく

は等しいので，
∠COF=∠OCB=45°
AB'HI，AD'BC より，同位角は等しい
ので，
∠HOF=∠AEF=∠ABC=60°
よって，∠COH=45°+60°=105°

平行四辺形の性質より，
AD'BC から，FD'BE　　　　　 ……①
仮定より，直線 BFと DEは，それぞれ∠B，
∠Dの二等分線だから，
∠ABF=∠EBF，∠CDE=∠FDE　 ……②
四角形ABCDは平行四辺形だから， ∠B=∠D

よって，②より，
∠ABF=∠EBF=∠CDE=∠FDE ……③
AD'BC より，錯角は等しいので，
∠EBF=∠AFB

よって，③より，∠AFB=∠FDE

同位角が等しくなるから，BF'ED ……④
①，④より，2組の向かいあう辺が，それぞれ
平行だから，四角形 BEDFは平行四辺形であ
る。

A

B C

D

O

対角線の交点を Oとする。
△AOBと△COBにおいて，
平行四辺形の対角線は，それぞれの中点で交わ
るので，AO=CO ……①
共通な辺だから，OB=OB ……②
AC⊥BDだから，
∠AOB=∠COB=90°  ……③
①，②，③から，2組の辺とその間の角が，そ
れぞれ等しいので，△AOB≡△COB 

合同な図形では，対応する辺は等しいので，
AB=CB ……④
同様に，△AOD≡△COD より，
AD=CD ……⑤
平行四辺形の 2組の向かいあう辺は，それぞれ
等しいので，AB=DC，AD=BC ……⑥
④，⑤，⑥から，4つの辺がすべて等しくなる
ので，四角形ABCDはひし形である。
△ABPの面積が四角形ABCDの面積と等し
くなるためには，△ACDと△ACPの面積が
等しくなるように点 Pをとればよい。

PCB

A

D

底辺ACは共通。高さを等しくするためには，
点 Dを通り，ACと平行な直線と BCとの交
点を Pとする。

・図形の「定義」・「定理」・「性質」・「条件」は，しっかり身につけておこう。たった 1つ気づかなかっ
たために解けなかったということもある。

・図形の長さ・角の大きさを求める問題は，伝言ゲーム！？　わかるところから順番に値
あたい

を橋渡
わた

し。
・等積変形（同じ面積の図形に変形）は，共通な底辺とその底辺の平行線を考えることがポイント。

3

4

5

6
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本冊

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ ア 22　イ 0.300　ウ 0.550

⑵ エ 5　オ 5

　 カ 50 cm以上 55 cm未満
⑶ キ 25　ク 27.5

⑷ ケ 40　コ 44.75　サ 44.75

⑴ シ 4.25　ス 3　セ 2

⑵ ソ 0　タ 12　チ 12

⑶ ツ 2　テ 3　ト 6.5　ナ 4.5

 

⑷ 

⑴① ニ 12　ヌ 34　ネ 6　ノ 
2
1

　② ハ 24，42　ヒ 4　フ 
3
1

⑵ へ 5　ホ 5　マ 25　ミ 
25
2

データの値
あたい

を小さい順に並べる。
0，1，1，2，2，2，2，3，
　　　　　　　3，4，5，5，8，8，10，12

・前半部分の中央値　…第 1四分位数
・データ全体の中央値…第 2四分位数
　　　　　　　　　　　　（中央値）
・後半部分の中央値　…第 3四分位数
⑴できる 2けたの整数は，

12，13，14，21，23，24，31，32，34，41，
42，43の 12通り。

⑵

取り出し方は全部で 25通り。そのうち，
Aと Bが出るのは，上の表より，2通り。

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 左から，0.125，0.350，18，0.920

⑵ 25分　⑶ 21人　⑷ A中学校
⑴ 6.5点
⑵ 第 1四分位数　4.5点
　 第 2四分位数　6点
　 第 3四分位数　8.5点
⑶ 7点
⑷ 

 

⑴① 36　② 0.61

⑵ 0.61

⑴ 
2
1 　⑵ 

4
1 　⑶ 

8
1 　⑷ 

8
3

⑴ 
3
2 　⑵ 

6
1 　⑶ 

9
8

⑴ 
5
3 　⑵ 

10
1 　⑶ 

25
4

 

⑵A中学校は 80人だから，中央値は 40番目
と 41番目の平均値となる。よって，20分以
上 30分未満の階級にふくまれるから，階級
値は，25分。

⑶ 3+18=21（人）
⑷表の累

るい

積
せき

相対度数から，A中学校は 0.675，
B中学校は 0.450だから，通学時間が 30分
未満の生徒の割合が大きいのは，A中学校。

データの値を小さい順に並べると，
3，4，4，5，6，6，6，8，8，9，9，10

⑴ 3+4+4+5+6+6+6+8+8+9+9+10

=78

78'12=6.5（点）

⑵第 1四分位数　
2

4 5+
=4.5（点）

　第 3四分位数　
2

8 9+
=8.5（点）

1

2

0 5 10 （冊）

3

2

3

A B C D E

A A，A A，B A，C A，D A，E

B B，A B，B B，C B，D B，E

C C，A C，B C，C C，D C，E

D D，A D，B D，C D，D D，E

E E，A E，B E，C E，D E，E

1

2

0 5 10（点）

3

4

5

6

1

2

データの活用，箱ひげ図，確率 p.40〜4310
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⑶ 10-3=7（点）
⑴① 60#0.60=36（回）
② 61'100=0.61

⑵ 2枚の硬
こう

貨
か

を投げるとき，裏表の出かたは，
（表，表）（表，裏）（裏，表）（裏，裏）の 4通り。
2枚とも表が出るのは 1通り。

だから，求める確率は，
4
1

⑶表を○，裏を×で表すと，表裏の出かたは 8

通り。

○
○
×

○
×
○
×

　×
○
×

○
×
○
×

3枚とも裏となる出かたは，（×，×，×）の

1通り。だから，求める確率は，
8
1

⑷表裏の出かたは⑶より，8通り。
2枚が表で 1枚は裏となる出かたは，
（○，○，×）（○，×，○）（×，○，○）の 3

通り。だから，求める確率は，
8
3

⑴ 1つのさいころを投げるとき，目の出かたは
全部で 6通り。3以上の目の出かたは，3，4，
5，6の 4通り。

だから，求める確率は，
6
4

3
2

=

⑵ 2つのさいころをA，Bで表すと，目の出
かたは，下の表から 36通り。
 B
A 1 2 3 4 5 6

1 (1，1) (1，2) (1，3) (1，4) (1，5) (1，6)

2 (2，1) (2，2) (2，3) (2，4) (2，5) (2，6)

3 (3，1) (3，2) (3，3) (3，4) (3，5) (3，6)

4 (4，1) (4，2) (4，3) (4，4) (4，5) (4，6)

5 (5，1) (5，2) (5，3) (5，4) (5，5) (5，6)

6 (6，1) (6，2) (6，3) (6，4) (6，5) (6，6)

出た目の数の和が 7になるのは，

(1，6)(2，5)(3，4)(4，3)(5，2)(6，1)

の 6通り。だから，求める確率は，
36
6

6
1

=

⑶ 2つのさいころの目の出かたは，⑵より，36

通り。3より小さい目が出るのは，
(1，1)(1，2)(2，1)(2，2)の 4通り。
2つとも 3より小さい目が出る確率は，

36
4

9
1

=

だから，少なくとも一方は 3以上の目が出る

確率は，1
9
1

9
8

- =

ことがらAの起こる確率を pとすると，
Aの起こらない確率=1-p

⑴くじのひき方は 5通り。
はずれくじのひき方は 3通り。

だから，求める確率は，
5
3

⑵あたりくじをA，B，はずれくじを C，D，
Eとする。くじのひき方は，
(A，B)(A，C)(A，D)(A，E)(B，C)

(B，D)(B，E)(C，D)(C，E)(D，E)

の 10通り。
2本ともあたりくじをひくのは，1通り。

だから，求める確率は，
10
1

⑶あたりくじをA，B，はずれくじを C，D，
Eとする。くじのひき方は，
(A，A)(A，B)(A，C)(A，D)(A，E)

(B，A)(B，B)(B，C)(B，D)(B，E)

(C，A)(C，B)(C，C)(C，D)(C，E)

(D，A)(D，B)(D，C)(D，D)(D，E)

(E，A)(E，B)(E，C)(E，D)(E，E)

の 25通り。
2本ともあたりくじをひくのは，4通り。

だから，求める確率は，
25
4

・データの値は，まず小さい順に並べよう。データの個数が奇
き

数
すう

個の場合は，まん中の値，偶
ぐう

数
すう

個の場
合は，中央に並ぶ２つの値の平均値が中央値になる。

・確率を求める問題では，場合の数の求め方が重要。起こることがらを整理して，確実に場合の数を求
められるようにしよう。そのためにも，表の作成・樹形図をつくることに慣れておこう。

3

4

5

6
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高校入試 テスト準 備第 回 本冊 p.44〜451

⑴ -1　⑵ -4　⑶ 　　　 ⑷ x-y

⑸ -13ab　⑹ 
x
6

⑴ -4　⑵ x=5　

⑶ y
x

3
8 4

=
- 　 y x

3
8

3
4

= -d n

⑷ 2×3×52

⑴ 　　　　　 ⑵ 6分 40秒

① x+y　② 
x y
60 160

+ 　③ 840　④ 960

⑴ ７日　⑵ア 10　イ 16

15
7

 

⑴ 5+(-3)#2=5+(-6)=-1

⑵ 2#(-3)2-22=2#9-22=-4

⑶ ( ) ( )x x x x
4

3 2
6

3
12

3 3 2
12

2 3-
-

-
=

-
-

-

x x
x

12
9 6 2 6

12
7

=
- - +

=

⑷ 4(2x-y)-(7x-3y)=8x-4y-7x+3y

　　　　　　　　　=x-y

⑸ 52a2b'(-4a)=
a
a b
4

52 2

- =-13ab

⑹ 6x2y# y
9
2 '8xy2=

x y y

xy1
6

9
2

8

12

2# #

　　　　　　　    
x
6

=

⑴ (2x-y-6)+3(x+y+2)

=2x-y-6+3x+3y+6=5x+2y

これに x=-2，y=3を代入して，
5#(-2)+2#3=-10+6=-4

⑵-4x+2=9(x-7)　　-4x+2=9x-63

-13x=-65　　x=5

⑶ 4x+3y-8=0　　3y=8-4x y
x

3
8 4

=
-

⑷　

　　　　　　　150=2#3#52

⑴比例定数を aとすると，yは xに反比例する

から， y
x
a

=

x=500 のとき y=8 だから，a=4000

したがって， y
x

4000
=

⑵ y
x

4000
= �に x=600 を代入すると，

y
600
4000

3
20

= = （分）

3
20

 分は 
3
20
#60=400 で 400秒だから，

食品Aの調理にかかる時間は，6分 40秒。
x y

x y

1800

60 160
20

+ =

+ =
*

　……①

　……②

②#480　8x+3y=9600　　……②'

②'-①#3　　

これを①に代入して，840+y=1800 y=960

⑴最も多い日数の値
あたい

は７日より，最
さい

頻
ひん

値
ち

は７日
⑵日数の範

はん

囲
い

は 12日だから，4≦ a≦ 16

日数を小さい順に並べると，
4，6，7，7，7，7，10，10，13，15，16

中央値が 8.5日だから，6番目と 7番目の日
数は 7と 10になる。よって，aは 10以上で
ある。したがって，aがとりうる値の範囲は，
10≦ a≦ 16である。

２枚のカードを取り出すのは全部で 15通り。

-3

-2

0

1

2

3

　　　　　　　 0

1

2

3

　

そのうち，2枚のカードの和が正の数になるの

は 7通りだから，求める確率は，
15
7

1 x
12
7

2

3 y
x

4000
=

4

5

6

1

2

)
)
)

2

5

150
75
25
5

3

3

4

)

x y

x y

x

x

8 3 9600

3 3 5400

5 4200

840

+ =

- + =

=

=

5

6

-2

0

1

2

3

1
2

3

2 3
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高校入試 テスト準 備第 回 本冊

⑴ 11　⑵ -7　⑶ 　　 ⑷ -17x+7y

⑸ 7x+12y　⑹ 20a�

⑴ 720°　⑵ x=-2　⑶ -15

⑷ a=3，b=4　⑸ 30°
②
⑴ a=3，b=6　⑵ 54r  cm3

 

⑴あ BC=AC　い ∠BCD=∠ACE

　う 2組の辺とその間の角
⑵① 21-2a-b (cm)　② 4 cm

 

⑴ 8-(2-5)=8-(-3)=8+3=11

⑵ 1+2#(-4)=1+(-8)=1-8=-7

⑶ 1+3#
7
2

-d n=1+
7
6

-d n=
7
1

⑷　-(2x-y)+3(-5x+2y)

=-2x+y-15x+6y

=-17x+7y

⑸　4(3x+y)- x y6
6
5

3
4

-d n

=12x+4y-5x+8y

=7x+12y

⑹　(-5a)2#8b'10ab

=25a2#8b'10ab

=
ab

a b
10

25 82#
=20a

n角形の内角の和
　180°#(n-2) 

180°#(6-2)=180°#4=720°
⑵ 2(x-1)=-6

　2x-2=-6

　　 2x=-4

　　  x=-2

⑶ 
a

b
12 2- -  の aに 2，bに-3を代入すると，

-12'2-(-3)2=-6-9=-15

⑷解が x=2，y=1だから，それぞれの式に代
入すると，

a b

b a

2 10

2 5

+ =

- =
)

　……①
　……②

②#2+①　　　

これを②に代入して，8-a=5　　a=3

⑸△DABは二等辺三角形だから，
∠DBA=∠DAB=∠x

三角形の内角と外角の性質より，
∠BDC=2∠x

△BCDは二等辺三角形だから，
∠BCD=∠BDC=2∠x

よって，2∠x+∠x+90°=180° より，
∠x=30°

投
とう

影
えい

図
ず

からこの立体は四角錐
すい

であるから，
四角錐の展開図は②
①は三角錐，③は三角柱，④は正八面体の展開
図である。
立体を，正面から見た図を立面図といい，真上
から見た図を平面図という。
立面図と平面図をあわせて，投影図という。
四角錐の展開図は，右の
図のようなものもある。

⑴ 2点 (1，9)，(-2，0)を通る直線の傾
かたむ

き aは，

a=
2 1

0 9
3
9

3
- -

-
=

-
-

=

だから，求める一次関数の式を y=3x+b�と
する。

1
7
1

2

3

4

5
2
3

6

7 A

B C

D
R

P

Q

1

⑴2

)

a b

a b

b

b

2 4 10

2 10

5 20

4

- + =

+ + =

=

=

3

4

2 p.46〜48
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この直線は (-2，0)を通るから，
　0=-6+b　　b=6

⑵下の図のように，C(1，0)とする。
△ABCを x軸

じく

を軸とし
て 1回転させてできる立
体の体積から，△AOC

を x軸を軸として１回転
させてできる立体の体積
をひけばよい。

A
9

B

O

C

2

1

△ABCを x軸を軸として 1回転させてでき
る立体の体積は，

　　
3
1

9 3 812# # #r r= （cm3）

△AOCを x軸を軸として１回転させてでき
る立体の体積は，

　　
3
1

9 1 272# # #r r= （cm3）

よって，求める体積は，
　　81 27 54r r r- = （cm3）
図 1の体積は，

　　
3
1

9 9 9
2

243
2
1

# # # # =d n （cm3）

図 2の体積もこれと等しくなるから，

　　 x9 9
2

243
# # = 　 x81

2
243

= 　 x
2
3

=

⑴△BCDと△ACEについて
△ABCは正三角形だから，
　BC=AC　　　　……①
△DCEは正三角形だから，
　CD=CE　　　　……②

正三角形の 3つの内角はすべて 60°だから，
　∠BCD=∠ACE=60°　……③
①，②，③から，２組の辺とその間の角がそ
れぞれ等しいので，
△BCD≡△ACE

⑵①△ABCは正三角形だから，  

　AB=BC=a�cm

　△DCEは正三角形だから，  

　CD=CE=b�cm

　よって，
　AB+BC+CE+AE=21

　　　　a+a+b+AE=21

　　　　　2a+b+AE=21

　　　　　　　　 AE=21-2a-b（cm）
②⑴より，△BCD≡△ACEだから，
　対応する辺の長さは等しいので，
　AE=BD=21-2a-b（cm）
　AC=a cm�だから，AD=a-b（cm）
　よって，AB+BD+AD=13

　a+(21-2a-b)+(a-b)=13

　  　　　　　　　　-2b=-8

　　　　　　　　　　　 b=4（cm）
ひし形は，４つの辺がすべて等しい。（定義）
また，対角線は垂直に交わることを利用する。
①　∠Bの二等分線をひく。
②　 辺 DCと交わった点を Rとし，BRの垂直

二等分線をひく。
③　 辺ABと交わった点を P，辺 BCと交わっ

た点を Qとする。
A

B C

D
R

P

Q

①②

PB=BQ=QR=RPとなるから，四角形 PBQR

はひし形になる。

・入試では，計算問題はかならず数題出題される。ここでミスがないよう，確実に点数がとれるように
しておこう！

・関数や確率，図形などをからめた問題はよく出題される。
　何を問われているのか，ヒントはかならず問題文に隠

かく

れているので注意して読み解こう！

O

y

9

-2 1 x

ア
A

CB

5

6

7

中 1・2年の総復習　数学A
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